




























































































































































































































































































































































ら れ る 。 こ こ に 一 番 近 い 場 所 に 、 ゲ ン ザ ブ ロ ウ の 妻 （ V r o u w  v a n 
Genzabro）、長崎屋の主人ゲンエモン（江原源右衛門、Genymon）、カセヤ・


















































































































































































































（ 6 ）大高洋司、小島道裕、大久保純一『鍬形蕙斎画 近世職人尽絵詞　江戸の職人と風
俗を読み解く』（勉誠出版、2017）
（ 7 ）大高他（2017）163頁
（ 8 ）大高他（2017）142頁
（ 9 ）ドゥーフ『日本回想録』（雄松堂出版、2003）100頁
（10）フィッセル『日本風俗備考』（平凡社、1978）226頁
（11）坂内誠一『江戸のオランダ人定宿・長崎屋物語』（流通経済大学出版会、1998）
41-46頁
（12）フィッセル（1978）227頁
（13）『守貞漫稿』巻之三「家宅」
（14）松田（2020）221-220頁
（15）『長崎オランダ商館長日記　九』（雄松堂書店、1998）117頁
（16）松田（2020）208頁
（17）桐浴（2020a）および（2020b）
109 （130）
（18）月舘敏栄「近世の民家」『図説民俗建築大事典』（柏書房、2001）350-351頁。天保
14年（1843）に「茶華道指南にあらざるものの数寄屋取払可」の御法度が出される
が、寛政元年（1789）ころから、身分・結構（善美を尽くした屋敷構え）や格式に関
する家作禁止令が多く発出されるようになる。このことから、この時代、庶民の住居
が贅沢になっていく傾向が読み取れる。
（19）ドゥーフ（2003）100頁
（20）フィッセル（1978）226頁
（21）坂内（1998）50-51頁、によると、二階に風呂が設置されていたと記されるが、風
呂にするための水または湯は二階までもって上がらねばならないので、オランダ人達
の部屋に近い階下に設けられるのが自然だと思われる。
（22）月舘（2001）350頁、寛政 7 年（1795）に、長押・天井・板敷・床の間などの家作
禁止令が発布される。
